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　午後６時以降、遊佐駅の待合室やホームに座る場所が少なく、遊佐高生の下校時には待合室が一
杯になってしまい、一般の方に迷惑をかけてしまったという少年町長の体験談をもとに話し合い、
政策として決まった「ベンチ製作」。
　デザインを話し合う中で「遊佐町と少年議会をＰＲするデザイン
にふさわしい」となった第２期少年議会が公募し誕生した「米～ち
ゃん」をモチーフとするベンチとなりました。背もたれの上部は
「米～ちゃん」が被っている鳥海山の形をした麦わら帽子をイメー
ジしました。

　平日の放課後や土日に集まり、ペンキで４台の木製ベン
チにカラフルな塗装を施しました。
　製作にかかった期間は約１ヶ月、延べ７回の全員協議会
を開催し完成させたベンチは町内各所に設置され、町内外
の方から好評を得ています。
　遊佐駅においては、12月18日㈪に、設置記念セレモ
ニーとして遊佐町長や羽後本荘駅長など、多くのご来賓か
ら出席をいただきテープカットを行いました。新たな遊佐
町のスポットとして、町民だけでなく町外から遊佐町を訪
れる方々も出迎えます。
　また、製作したベンチはそれぞれ違う絵柄になっていま
すので、４種類すべてのベンチをご覧いただくのはもちろ
ん、すわり心地もぜひお確かめください！

《ベンチ設置場所》
◦遊佐駅ホーム　　→米～ちゃん＆ライちゃん
◦生涯学習センター→2236YUZA
◦子どもセンター　→米～ちゃん
◦エルパ　　　　　→ライちゃん

第15期遊佐町少年議会 平成29年度
活動報告

政策 ①

少年
議会

森谷　龍大
髙橋　菜穂
鈴木麻優子
佐藤　　塁
齋藤　愛彩
三浦　真綾
五十嵐　杏
石垣　千里
木村　美紅
土門　希紀
白崎　志織

（遊佐高校３年）
（天真学園高校１年）
（酒田光陵高校２年）
（遊佐中学校１年）
（遊佐中学校３年）
（遊佐中学校３年）
（遊佐高校１年）
（酒田東高校１年）
（遊佐高校１年）
（天真学園高校１年）
（酒田西高校２年）第１回少年議会での記念撮影 

塗装作業の様子

テープカットの様子

・少年町長
・少年副町長
・少年議長
・少年議員

手づくりの「米～ちゃん」ベンチ製作＆設置

少年
議会
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　町のマスコットキャラクターとして町内外から親しまれている
「米～ちゃん」をより町のPRに活用するため、ツーデーマーチや
スポーツの大会等で多くの方が訪れる町民体育館の西側外階段に
「米～ちゃん」の階段アートを制作しました。
　全員協議会の中で皆でデザインを考え、制作を依頼した業者の
方と細かい調整などを行い10月に完成しました。

　７月３日㈪に開催された第３回全員協議会では、自由民主党所
属の若手有志「若者の政治参加検討チーム」の衆議院議員４名が、
視察・意見交換のために訪れました。「町への要望、自分たちの
政策」をテーマにワークショップを行い、その後の意見交換では、
少年議員から積極的な質問があり、活動の参考となるアドバイス
をいただきました。
　10月９日㈪・㈷の神鹿角切祭・第10回全員協議会では、韓国
ＫＢＳ放送の取材を受けました。「少年議会として独自の政策予
算を持ち、それを使って政策を実現している珍しい事例」として、
イベントの様子と全員協議会での話し合いの様子やインタビュー
などの撮影が行われました。

たくさんの町内イベントに参加しました！
◇町民盆踊り大会　◇奥の細道鳥海ツーデーマーチ
◇鳥海山神鹿角切祭 など
他にもさまざまな事業への協力や活動を行いました
◇10代の投票率向上に関する聞き取り　◇東北芸術工科大学への視察研修 など

その他の活動

少年
議会 Photo Coco ゆざまち。

～あなたの好きな「ゆざまち」教えてください～

視察や取材の受け入れなど

少年
議会

政策 ②

　少年議会の名前の認知度だけでなく具体的な活動の認知度を高め、町と少年議会をPRするため
に、町のおすすめの風景やおもしろい風景を募集する「フォトコンテスト」を開催しました。
　自分たちで募集ポスター・チラシを作製し、町内の小･中･高校と酒田市内の高校の全児童・生徒
へ配布しました。10月２日㈪～11月12日㈰に作品を募集をした結果、７名の方から20点の出展
がありました。11月19日㈰に少年議会で審査し、受賞された方々へ11月27～29日にかけて少年
町長、少年議長から賞状と副賞が贈られました。

表彰式の様子 展示の様子（生涯学習センター）審査の様子

政策 ③ 町民体育館の「米～ちゃん」階段アート制作
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　鳥海山神鹿角切祭で鹿の角を切ったことです。
動物の角を切ることが初めてだったので、チャ
レンジだと思いとてもワクワクしていました。
実際にやってみると鹿が痛がっているのではな
いかと不安でしたが、「人が髪を切るのと同じ
だから痛くないよ」と声をかけていただき、思
いきって挑むことができました。とても貴重な
体験をすることができ、良かったと思いました。

　今年度の少年議会で思い出に残っている事は、ベンチ製
作です。このベンチ製作を通し、みんなで作り上げること
の大切さや自分の意見を言うことの大切さを学ぶことがで
きました。それにより、周りを見て何をすべきか考えるこ
とができました。
　今期は少年町長として活動してきました。初めは不安も
ありましたが、みんなの協力のおかげで自信を持つことが
できました。振り返るとあっという間の半年間でしたが、
内容の濃い経験をすることができました。

森　谷　龍　大
(遊佐高等学校３年）

少 年 町 長

　国会議員の方々と行ったワークショップです。
緊張もしましたが、たくさんアドバイスや声を
かけていただき、充実したワークショップをす
ることができました。意見交換では議員の方々
にたくさんの質問をさせていただき、より良い
町にしていくには何が必要なのかを知ることが
できました。
　少年議員のみんなと楽しく活動することので
きた、充実した１年になりました。

　鳥海山神鹿角切祭で鹿の角を切ったことです。
吹浦に住んでいる祖母にすすめられ、角を切る
役を希望しました。初めての経験でしたので、
うまく切ることができるか心配でしたが、丁寧
に切ることができました。
　一生に一度しかできないであろう大役を体験
させていただき、とても感謝しています。これ
からも、少年議会での経験を活かしてがんばっ
ていきたいと思います。

　ツーデーマーチのボランティアに初めて参加
したことです。出発式でのエールや見送りをさ
せていただき、参加者の方の笑顔が大きく印象
に残った楽しい一日でした。
　また、米～ちゃんをモチーフにしたベンチ製
作も心に残っています。町内にベンチが少ない
という問題を、少しでも解消できて良かったと
思います。そのベンチに座っている人を見ると
嬉しい気持ちになります。
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鈴　木　麻優子
(酒田光陵高等学校２年）

少 年 議 長

齋　藤　愛　彩
(遊佐中学校３年）

少 年 副 議 長

髙　橋　菜　穂
(天真学園高等学校１年）

少 年 副 町 長

佐　藤　　　塁
(遊佐中学校１年）

少 年 議 員
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　私が一番思い出に残っていることは、ベンチ
製作です。少年議員のみんなと一緒にペンキを
塗ることがとても楽しく、協力して完成させる
ことを通して大きな達成感を得ることができま
した。遊佐町内に設置されたベンチを見るたび
に「がんばってよかった」と思います。１年間
ありがとうございました。

　ベンチを製作したことです。より明るく、き
れいな町にすることができ、ベンチを見るたび
に少年議会の活動を実感できます。色鮮やかで
座り心地の良いベンチですので、長く利用して
もらいたいと思います。
　全員協議会や衆議院議員の方々との意見交換
も思い出に残っています。この経験を将来に役
立てたいと思います。少年議員のみんなと一緒
に、良い経験ができたと思います。

　私が今期の少年議会の活動で心に残っている
事は「ベンチ製作」です。デザインを考え、ペ
ンキでの色塗りは大変でしたが、とても愛嬌の
あるベンチに仕上がって、みんなで協力したか
いがありました。第15期少年議会のメンバー
はとても仲が良く居心地がよかったです。ベン
チは私たちの団結力が現れていると思います。
たくさんの方に使っていただけると嬉しいです。

　ベンチ製作が一番印象に残っています。デザ
インから始め、下塗りやヤスリがけ、色塗り、
そして設置まで自分たちの手で完成させること
ができ、大きな達成感を得ることができました。
難しい所もありましたが、メンバーの皆さんと
アドバイスをし合いながら楽しく活動すること
ができ、1番心に残るものとなりました。
　全員協議会もとても楽しく、充実した1年に
なりました。

　ツーデーマーチへスタッフとして参加したこ
とです。少年議員になる前は、小･中学校の時
に参加者として参加したことしかありませんで
した。スタッフとして参加して、初めて運営側
の大変さを感じることができました。出発式の
エールの後の見送りでは、米～ちゃんと一緒に
小さな子どもから年配の方まで多くの方々と触
れ合うことができ、とても良い思い出になりま
した。

　私が一番心に残っていることは、「ベンチの
製作」です。町外から来た人にも、町の良さや
私たちの活動を知ってもらえるようなデザイン
を考えることは簡単ではありませんでした。色
を塗る作業は予定が合わず、なかなか参加する
ことができませんでしたが、そのような中でも
少年議員のメンバーと協力して作業することが
できた充実した時間でした。

１年間の少年議会の活動へのご支援、ありがとうございました！

三　浦　真　綾
(遊佐中学校３年）

少 年 議 員

五十嵐　　　杏
(遊佐高等学校１年）

少 年 議 員

石　垣　千　里
(酒田東高等学校１年）

少 年 議 員

木　村　美　紅
(遊佐高等学校１年）

少 年 議 員

土　門　希　紀
(天真学園高等学校１年）

少 年 議 員

白　崎　志　織
(酒田西高等学校２年）

少 年 議 員
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引越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！
　就職・転勤・進学等で引っ越しの多い春。種々の異動手続きについてご案内します。
　住民票の住所の異動手続きは、国民健康保険・国民年金・選挙人名簿（18歳以上の方）への登録などにつ
ながる大切な手続きです。町民課窓口で受け付けしています。ご不明の点がありましたら、遠慮なくお問い
合わせください。　●問／町民課町民係　☎７２－５８８５

※平成30年３月５日からは、国民年金の手続きの際にマイナンバーの提示が必要になります。上記届け出の他、
免除申請、付加保険料納付申出、年金手帳再発行等の手続きで必要となりますのでご承知おきください。

　なお、マイナンバーの取り扱いの詳細については、町民係へお問い合わせください。

「◆」は、すべての方が必要です。「◇」は、該当する方のみ必要です。
●引越しなどで住所が変わったとき

●就職や退職などで、健康保険・年金に異動のある方

●国民年金についての届け出　●問／町民課町民係　☎７２－５８８５

国民健康保険についての届け出　　●問／健康福祉課国民健康保険係　☎７２－５８７５

転　出　届 転　入　届 転　居　届
遊佐町から他の市町村へ引っ越しする方
◆印鑑　
◆本人確認書類（運転免許証等）
◇印鑑登録証
◇国民健康保険証
◇後期高齢者医療保険証
◇介護保険証
◇予防接種のしおり
◇子育て支援医療証
◇ひとり親家庭等医療証
◇重度心身障がい者（児）医療証
◇高齢受給者証
◇在留カード（外国人の方）

他の市町村から遊佐町へ引っ越してきた方
◆印鑑　
◆本人確認書類（運転免許証等）
◆転出証明書
◆通知カードまたは個人番号カード
◇年金手帳
◇介護保険受給資格証明書
◇身体障がい者手帳
◇健康保険証（退職した方は、離職票
や被保険者資格喪失連絡票等）
◇住民基本台帳カード
◇在留カード（外国人の方）
◇後期高齢者医療負担区分等証明書
（後期で県外から転入の方）
◇児童手当受給者の通帳

遊佐町内で引っ越しした方
◆印鑑　
◆本人確認書類（運転免許証等）
◆通知カードまたは個人番号カード
◇国民健康保険証
◇後期高齢者医療保険証
◇介護保険証
◇子育て支援医療証
◇ひとり親家庭等医療証
◇身体障がい者手帳
◇年金手帳
◇重度心身障がい者（児）医療証
◇高齢受給者証
◇住民基本台帳カード
◇在留カード（外国人の方）

転入・転出・転居の届け出は、ご本人でなくても同じ世帯の方であれば代理で届け出することができます。
親族であっても、別世帯の方が届け出するときは、ご本人からの委任状が必要です。

◆世帯主および該当する方の通知カードまたは個人番号カード
◆窓口に来られた方の本人確認書類（運転免許証等）
・退職した、または健康保険の扶養家族に該当しなくなったとき
　◆健康保険をやめたことがわかる証明書（離職票等)、または扶養家族に該当しなくなったことがわかる証明書
・勤務先の健康保険に加入した、または健康保険の扶養家族に該当したとき
　◆国民健康保険証　◆勤務先から受け取った健康保険証
・進学して他の市町村に引っ越し、学生用の国民健康保険証が必要になったとき
　◆印鑑　◆国民健康保険証　
　◆在学証明書（入学前で在学証明書が交付されないときは合格通知書。入学後に在学証明書を提出してください。）
・学生用の国民健康保険に該当しなくなったとき
　◆印鑑　◆学生用の国民健康保険証　◆卒業証明書、退学証明書、在学期間証明書のいずれか（卒業または退学の場合）
　◆勤務先の健康保険証（就職の場合）

就職等により厚生・共済年金に
加入したとき
◆該当する方の通知カード
　または個人番号カード
◆窓口に来られた方の本人確認書類
（運転免許証等）
◆年金手帳
◆国民健康保険証
◆勤務先の健康保険証

退職等により厚生・共済年金で
なくなったとき
◆該当する方の通知カード
　または個人番号カード
◆窓口に来られた方の本人確認書類
（運転免許証等）
◆年金手帳
◆離職日を確認できるもの
（退職した方は、離職票や被保険者資
　格喪失連絡票等）

扶養されている妻(夫)で夫(妻)が
離職したとき
◆該当する方の通知カード
　または個人番号カード
◆窓口に来られた方の本人確認書類
（運転免許証等）
◆年金手帳
◆離職日を確認できるもの
（退職した方は、離職票や被保険者資
　格喪失連絡票等）

窓口で本人確認を行っています。
　第三者が本人になりすまして、戸籍の届け出や税の証明を取得したりする犯罪が発生し、被害を受け
る人が出ています。そのため、届け出や証明書の交付申請をされる方の本人確認を行っています。本人
確認ができないときは、証明書を交付することができませんのでご了承ください。
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の
高
い
病
院
で
も
あ
り
、
外
来
リ
ハ

ビ
リ
に
お
い
て
も
、
関
節
の
痛
み
等
で

悩
む
地
域
の
高
齢
の
方
や
、
ケ
ガ
か
ら

の
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
め
ざ
す
学
生
や
ア

ス
リ
ー
ト
ま
で
、
大
変
幅
広
い
患
者
様

の
リ
ハ
ビ
リ
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
す
。「
痛
み
が
軽
く
な
っ
て
で

　

本
年
1
月
23
日
、
群
馬
県
の
草
津
白

根
山
が
突
然
噴
火
し
ま
し
た
。
私
た
ち

の
鳥
海
山
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？
突

然
噴
火
し
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
１
９
７

４
年
に
も
鳥
海
山
は
水
蒸
気
噴
火
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
噴
火
は
、
草
津

白
根
山
の
今
回
の
噴
火
と
同
じ
く
水
蒸

気
噴
火
で
し
た
。

　

た
だ
し
で
す
。
あ
ま
り
恐
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然
、
噴
火
予
知
の

で
き
な
い
小
さ
な
噴
火
が
発
生
す
る
可

能
性
は
も
の
す
ご
く
少
な
い
の
で
す
。

で
も
、
登
山
す
る
場
合
、
い
ざ
と
い
う

時
の
こ
と
は
考
え
て
お
い
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
百
万
が
一
」
そ
の
よ
う
な
噴
火
に

あ
っ
た
な
ら
（
変
な
言
い
方
で
す
が
、

ざ
っ
と
計
算
す
る
と
、
1
回
の
登
山
で

突
然
の
水
蒸
気
噴
火
に
会
う
可
能
性
は

1
0
0
万
分
の
1
か
そ
れ
以
下
）、
山

小
屋
に
隠
れ
る
、
岩
か
げ
に
隠
れ
る
、

隙
を
見
て
遠
く
に
走
っ
て
逃
げ
る
な
ど
、

「
逃
げ
る
」「
隠
れ
る
」
行
動
を
す
ば

や
く
と
り
ま
し
ょ
う
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が

あ
る
と
か
な
り
安
全
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
少
し
だ
け
気
を
使
い
な
が
ら

登
山
を
し
て
、
鳥
海
山
の
す
ば
ら
し
い

風
景
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
」「
大
会
に
出
場
で
き
た
」
等
、

リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
が
形
と
な
っ
て
患
者

様
か
ら
喜
び
の
声
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、

大
変
や
り
が
い
を
感
じ
る
場
面
で
も
あ

り
ま
す
。

遊
佐
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

遊
佐
町
か
ら
出
て
は
じ
め
て
、
遊
佐

町
の
自
然
や
景
色
の
良
さ
に
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
遊
佐
町
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
今
後
も
帰
省
の
度

に
町
の
新
た
な
発
見
を
し
、
故
郷
の
良

さ
を
県
外
の
方
々
に
伝
え
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

第23回
患
者
様
の
喜
び
の
声
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

理学療法士

昭和61年８月生
（八日町）

加
か と う

藤　雄
ゆ う た

太さん

１日800人以上が利用する広いリハビリ室です。

1974年に水蒸気噴火をおこした鳥海山山頂部

秋田大学教育文化学部
（火山地質学専門）
教授
林　信太郎 氏

《
第
39
回
》

「
草
津
白
根
山
の
噴
火
と

鳥
海
山
」
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２
月
８
日
㈭
、
鳥
海
自
然
文
化
館
「
遊

楽
里
」
で
遊
佐
町
総
合
交
流
促
進
施
設
株

式
会
社
創
立
２０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
社
は
、
平
成
９
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
道
の
駅
鳥
海
「
ふ
ら
っ
と
」
の
運

営
を
目
的
と
し
、
平
成
８
年
６
月
６
日
に

第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
遊
佐
町
か
ら
指
定
管
理
を
受
け
、

道
の
駅
鳥
海
「
ふ
ら
っ
と
」・
鳥
海
温
泉

「
遊
楽
里
」・
サ
ン
セ
ッ
ト
十
六
羅
漢
お

よ
び
十
六
羅
漢
公
園
・
標
高
１
，
０
０
０

   

　
遊
佐
町
総
合
交
流
促
進
施
設
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
創
立
２０
周
年
記
念
式
典

江戸時代からの可愛い芸術
…ちりめん細工制作体験

旧青山本邸が華やかに彩られる
…日本海ひな街道【ひなまつり】

m
の
宿
「
大
平
山
荘
」・
鳥
海
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
「
あ
ぽ
ん
西
浜
」・
食
事
処
「
と
り

み
亭
」・
四
季
の
森
「
し
ら
い
自
然
館
」・

西
浜
コ
テ
ー
ジ
村
・
マ
ル
チ
ド
ー
ム
ふ
れ

ん
ど
り
ぃ
・
遊
佐
町
農
林
漁
業
体
験
施
設

（
さ
ん
ゆ
う
）な
ど
の
施
設
を
運
営
管
理

し
て
い
ま
す
。

　

設
立
以
来
、『
笑
顔
と
真
心
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
値
段
も
半ふ

ら

っ

と

音
（
♭
）
下
げ
て
』
を

合
言
葉
に
、
地
域
の
方
か
ら
愛
さ
れ
る
、

交
流
の
場
と
な
る
よ
う
な
施
設
を
め
ざ
し

て
運
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
特
に
道
の

駅
鳥
海
「
ふ
ら
っ
と
」
は
、
平
成
２6
年
に

東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
が
開
催
し
た
事

例
発
表
会
で
、
東
北
６
県
１
４
４
か
所
あ

る
道
の
駅
の
頂
点
に
輝
く
最
優
秀
賞
を
受

賞
。
現
在
で
は
年
間
入
込
客
数
が
2
3
0

万
人
を
超
え
る
人
気
の
道
の
駅
と
な
り
ま

し
た
。
地
場
産
品
の
農
・
海
産
物
を
中
心

に
提
供
す
る
こ
の
道
の
駅
は
、
県
外
の
利

用
客
も
多
く
、
地
域
の
活
性
化
や
魅
力
発

信
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
運
営
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

小さな布を縫い合わせて小物を作ります。

創立20周年おめでとうございます。

 今年はウサギさんのお雛様も飾られています。

　２月10日㈯、語りべの館においてちりめん細
工制作体験を実施しました。ちりめんとは、細
やかな「しぼ」のある美しい絹織物のこと。こ
のちりめんの小さな布を縫い合わせ、人形や髪
飾りなどの小物を作ったのがちりめん細工です。
　この日は約30名が参加し、「鳩」と「赤カブ」
をモチーフに古布を用い制作。講師の指導のも
と、冬の古民家で針仕事の奥深さを学びました。

　２月14日㈬から４月１日㈰まで、旧青山本邸
で日本海ひな街道【ひなまつり】が開催されて
います。邸内は写実的な古今雛や能面のような
顔をした享保雛のほか、ウサギの雛人形などユ
ーモア溢れる創作雛も展示され、華やかに彩ら
れています。3月11日㈰、17日㈯、18日㈰は抹
茶無料サービスがありますので、皆さんもご覧
になってみてはいかがでしょうか。
※詳しくは、19ページをご覧ください。

まち
の

話題

2018. 3. 1 広報ゆざ ● 8



　

２
月
８
日
㈭
、
平
成
30
・
31
年
度
の
町

優
良
特
産
品
推
奨
品
を
認
定
す
る
審
査
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
産
品
56
品
が

出
品
さ
れ
、
食
品
部
門
で
は
金
賞
に
甘
糀

あ
ん
（
リ
ゼ
ロ
）、
特
別
賞
に
お
つ
ま
み
イ

カ
（
元
気
な
浜
店
）、
工
芸
部
門
で
は
金
賞

に
P
O
T 

S
T
A
N
D
（
㈲
福
増
建
具

店
）、
特
別
賞
に
へ
ち
ま
化
粧
水
（
へ
ち
ま

研
究
会
〝
ピ
ュ
ア
〟）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

認
定
さ
れ
た
推
奨
品
は
、
3
月
10
日
㈯
～

11
日
㈰
に
エ
ル
パ
で
開
催
さ
れ
る
特
産
品

フ
ェ
ア
で
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

●
問
／
遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会

　
　
　

☎
72
－
3
9
6
6

　
あ
っ
た
か
鱈
ふ
く
汁
を
い
た
だ
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　  

…
第
２3
回
ゆ
ざ
町
鱈
ふ
く
ま
つ
り

平
成
3０・31
年
度
遊
佐
町
優
良
特
産
品
推
奨
品
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

決
定
し
ま
し
た
！

フォト
  トピックス

Photo
Topics

　２月１日㈭、町は郵便局と「災害発生時の対
応と平常時における高齢者見守り活動の相互協
力及び道路損傷発見時の対応に関する協定書」
を交わしました。郵便局との連携を密にし、よ
り良いまちづくりに取り組んでいきます。

　２月２日㈮～４日㈰にかけて、生涯学習セン
ターで盆栽愛好会主催の梅花展が開催されまし
た。花言葉のとおり寒波の襲来にも負けず、美
しい花を咲かせた梅花が並びました。

鱈ふく汁で芯からあったまるね！

たくさんの町内産品が出展されました。

　

１
月
２１
日
㈰
、
マ
ル
チ
ド
ー
ム
ふ
れ
ん

ど
り
ぃ
で
第
２3
回
ゆ
ざ
町
鱈
ふ
く
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
の
P
R
活
動

の
効
果
も
あ
り
、
前
売
券
は
完
売
。
さ
ら

に
当
日
券
も
早
々
に
完
売
し
、
会
場
は
あ

っ
と
い
う
間
に
席
が
埋
ま
る
大
盛
況
！
ま

た
、
珍
し
い
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
（
木
登
り
）

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
鳥
海
太
鼓
保
存
会
、
仁
賀
保
太

鼓
伝
承
会
、
象
潟
九
十
九
島
太
鼓
の
皆
さ

ん
に
よ
る
環
鳥
海
新
春
太
鼓
揃
い
打
ち
の

披
露
も
。
大
迫
力
の
太
鼓
と
ア
ツ
ア
ツ
の

鱈
ふ
く
汁
で
、
冬
の
寒
さ
に
も
負
け
な
い

熱
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

郵便局と相互連携を強化

自然の神秘へご案内

 花言葉は「忍耐」「厳しい美しさ」

　2月11日㈰、鳥海山二ノ滝氷柱トレッキング
ツアーが行われ、県内外から60名を超える参加
者が氷柱をめざしスノートレッキングを行いま
した。極寒の世界が作り出す絶景に、参加者の
皆さんからも喜びの声が聞こえました。
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う
作
業
体
制
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

●
問
／
地
域
生
活
課
土
木
係

　
　
　

☎
72
－
3
3
2
7

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
喫
煙
場
所
に
つ
い
て

　
…
匿
名
希
望

　

受
動
喫
煙
が
世
界
的
に
問
題
視
さ
れ

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
蕨
岡
の
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
玄
関
入
口
の
風
除

室
が
喫
煙
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
や
婦
人
会
な
ど
、
多
く
の

利
用
者
が
喫
煙
場
所
を
通
る
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
改
善
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

答
／
蕨
岡
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
基
に
施
設

管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
蕨
岡
ま
ち
づ

く
り
協
会
と
協
議
し
、
風
除
室
内
の
灰

皿
を
撤
去
し
て
お
り
ま
す
。
他
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
今
後

も
い
っ
そ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
問
／
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
支
援
係　

　
　
　

☎
72
－
4
5
2
4

「
公
益
」っ
て
な
ん
な
ん
だ
？

　
…
遊
佐
小
学
校
で
公
益
大
生
が
授
業

　
「
公
益
と
は
何
か
」
を
考
え
る
授
業
が

１
月
2４
日
㈬
、
遊
佐
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
学
４
年
生
を
前
に
教
壇
に

立
っ
た
の
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の

竹
田
汐
里
さ
ん
と
天
野
希
一
さ
ん
。
公

益
と
は
「
自
分
も
含
め
た
み
ん
な
に
と

っ
て
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
」「『
思
い
や
り
を
持
っ
て
』
の
と

こ
ろ
が
大
切
だ
よ
」
と
丁
寧
に
説
明
。

日
頃
か
ら
自
分
の
し
て
い
る
公
益
、
し

て
も
ら
っ
て
い
る
公
益
に
つ
い
て
改
め

て
振
り
返
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
公
益
と
は
何
か

を
教
え
て
い
るK

oekiK
idsProject

の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

遊
佐
小
学
生
へ
向
け
て

遊
佐
高
生
が
総
合
学
習
発
表
会

　

２
月
１３
日
㈫
、
遊
佐
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
で
遊
佐
高
校
生
が
総
合
学
習
の

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
遊
佐
高
校
と
遊
佐
小
学
校
の
総

合
的
な
学
習
の
内
容
に
共
通
部
分
が
多

か
っ
た
た
め
行
わ
れ
た
も
の
。
こ
の
日

は
高
校
２
年
次
生
が
、小
学
４
・
５
・
６

年
生
へ
向
け
て
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
の
生
態

大
雪
時
の
小
学
生
の
登
下
校
に
つ
い
て

　
…
匿
名
希
望

　

大
雪
の
際
に
、
車
道
を
歩
い
て
登
下

校
す
る
小
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

よ
く
見
る
と
、
歩
道
が
雪
で
埋
ま
っ
て

し
ま
い
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で

し
た
。
非
常
に
危
険
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
何
と
か
対
応
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
／
道
路
除
雪
に
つ
い
て
、
ご
指
摘
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
通
学
路
に
指

定
さ
れ
て
い
る
歩
道
に
つ
い
て
は
、
道

路
除
雪
と
同
様
に
作
業
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
、
機
械
の

故
障
に
よ
る
作
業
の
遅
れ
の
た
め
、
児

童
の
登
下
校
の
安
全
確
保
に
支
障
を
き

た
す
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

　Ｈ29年度から遊佐地域づくり協議会では遊佐小学校と共にコミュニティスクールに取り組んでいます。
学校と家庭、地域が協働する。「地域が一体となって子どもの育成」をめざしていく上で、子どもたちに
伝え、教えていただける人を探しています。例えば、「漬物が得意」、「わら細工が得意」、「魚釣りが好き」、
「昔話を語れる」、「郷土食を作れる」、「遊佐の歴史を話したい」、
「野球が得意」、「木について詳しい」などなど。得意なことなど
お茶を飲みながら教えてください。電話でもＯＫです。遊佐地域
づくり協議会事務室でお待ちしております。

●問／遊佐地域づくり協議会　☎72-2120　FAX72-2515　E-mail:yuza@yuzamachi.org

遊佐

おたより大募集！
日頃感じていることや心温まるエピソード、広報の感想など、
あなたの声をお寄せください！ご投稿は投書ハガキでどうぞ。
●問／企画課企画係　☎72-4523

まち協インフォメーション

まちかど

読者の広場

Town Voice

ホット
ライン

「公」「益」の漢字の意味から、丁寧に教える
　竹田さん（左）と天野さん（右）。

地域の先生集まれ！ 自薦、他薦
耳よりな情報！！
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ぐ
し
た
後
、「
青
年
の
い
ろ
ん
な
経
験
談
」

や
「
自
分
の
住
む
地
域
で
や
っ
て
み
た

い
こ
と
」
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
新
し
い
環
境
に
飛
び
立
つ
遊

佐
高
生
は
、
就
職
と
進
学
が
お
よ
そ

半
々
。
新
し
い
生
活
に
向
け
、
有
意
義

な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

調
査
結
果
と
、
遊
佐
町
四
大
祭
（
藤
蔵

祭
）の
紙
芝
居
を
発
表
し
ま
し
た
。
高
校

生
の
４
年
間
を
か
け
た
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ

の
調
査
に
、児
童
た
ち
か
ら
は
「
自
分
た

ち
よ
り
も
、
稚
魚
の
デ
ー
タ
な
ど
が
す

ご
く
詳
し
く
調
査
さ
れ
て
い
て
驚
き
ま

し
た
」
と
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
へ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
お
互
い
に
、
学

び
と
交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
発
表
会
と

な
り
ま
し
た
。

地
域
活
動
セ
ミ
ナ
ー

T
alking

　

庄
内
！
in
遊
佐
高
校

　

２
月
２
日
㈮
、
遊
佐
高
校
でT
alki

ng

庄
内
！
in
遊
佐
高
校
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
高
校
生
が
地
域

で
活
躍
す
る
青
年
と
の
交
流
を
通
し
、

卒
業
後
の
地
域
活
動
に
加
わ
る
き
っ
か

け
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
日
は
遊
佐
高
３
年
次
生
１８
名
が
、

地
域
で
活
躍
す
る
青
年
５
名
と
交
流
。

簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
お
互
い
の
緊
張
を
ほ

集落支援員だより

Yuza Town Hotline

　１月に北海道庁と北海道総研、富良野市、鷹栖町、浦河町の皆さん
が、遊佐町の空き家対策と移住支援の視察に来町しました。遊佐町は
「移住者対応先進の町」ということで、駅前二区にあるリフォーム空
き家にご案内。北海道では断熱材がたくさん入るため柱のある壁が珍
しく、床下の構造や屋根なども地域差があると、建築の専門家の意見
も聞くことができ勉強になりました。
　全国各地で空き家対策が急がれている中、遊佐町もひとつでも多く
の空き家と利用者をつなげられるよう活動していきます。

■ 一言／
　TBSテレビのSASUKE2017に出場しまし
た。おそらく、遊佐町からは初の出場者だと
思います。SASUKEは高校の時からの夢で、
高校を卒業してからは毎年オーディションを
受け、ようやく昨年出場することができまし
た。
　普段は剣道をしていて、本楯剣志会で小学
生に指導しながら、自分も選手として練習に
励んでいます。基礎的なトレーニングには日
頃から取り組んでいるのですが、昨年は新エ
リアの「フィッシュボーン」で落ちてしまい
ました。これからも、SASUKE完全制覇を
めざして努力を重ねていきたいと思います。
　職業は鬼飾り職人です。アマルメ工芸社で、
和風住宅や神社仏閣に取り付ける「鬼飾り」
や「家紋」などの金属製装飾品を作らせてい
ただいています。
■ 町への要望／
　老若男女、一人ひとりが笑顔で暮らせる町
であってほしいです。

努力すれば夢は叶う

本間 健太さん（六日町）
Kenta Honma
平成５年生まれ

 北海道と庄内の家の作りの違いをチェック

北海道から視察団が来町

集落支援員　渋谷一行、佐藤正子
☎72-3981　FAX28-8455（集落支援員事務所：Ａコープゆざ店２階）

イバラトミヨのことは、優しく扱ってね！

打ち解けた雰囲気で、いろんなお話ができました。
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